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建設常任委員会

委 員　さいとう 裕美 委員長、熊澤 真澄 副委員長、浅利 公惠、上野 雅美、桂川 将典、ひろた 幸治
同 行　建設部長

道路等包括管理事業について調査
本市では、個別のインフラ施設について、地区・業

務ごとに業務を発注し、それぞれの業務を個別の業
者が受注している。発注件数が多く、職員数に限り
があることから、今後は、効率的な運営が求められて
いる。
インフラ施設の維持管理を行政と民間が連携して
行っている先進地を視察。

民間活力を最大限活用し
市民サービス向上を目指す
インフラ施設の老朽化が進む中、限られた予算
で、施設の適正な維持管理を継続するために、民間
業者に包括的な委託をしている。また、道路管理セン
ターを設置し、市民からの通報を一括して受け付け、
市民サービス向上を図っている。

先進地の取組内容（東京都府中市）

調査を終えて（主な意見）
・官民連携し、一括管理をすることで、今後懸念され
る職員への負担を減らせるのではないか。

・市民からの通報をワンストップで受け付けること
で、対応スピードのアップにも繋がり、市民にとっ
ては心強い取組であると感じた。

・単に費用を抑えるのではなく、予防保全型の管理
を進めている姿勢にまちづくりへの誠実さを感じ
た。

都市農業について調査
本市では、レジャー農園を通じて市民が農業に触

れる機会を創出し、農業への理解促進を図っている。
今後、更なる農地の減少や農業者の高齢化・離農が
想定され、次の世代へと農業を繋ぐ取組が重要であ
る。
農業公園でのさまざまな取組を通して農業の継承

を図っている先進地を視察。

農業の発展と地域との連携を促進し
農業の継承を支援
農業公園での農業体験教室や収穫体験、公園サ

ポーター育成により、農に関わる人材を育て、次の世
代へと農業を繋げている。
区民農園では、水道の整備がされている等、区民
が利用しやすい配慮がなされている。

先進地の取組内容（東京都杉並区）

調査を終えて（主な意見）
・公園サポーターの養成講座を修了した方々が、農
家の作業を支援をする等、活躍の場を広げている
のが印象的だった。

・予算の都合もあるが、レジャー農園に付加価値を
つけて利用しやすくすることも良いと感じた。

・現在進めている都市公園に農業体験のスペース
を併設してもいいのではないか。

委 員　井上 一男 委員長、伊藤 大輔 副委員長、永津 正和、まみや 文枝、梅村 真史、福岡 康、川渕 康宏
同 行　市民健康部長

ひきこもり支援事業について調査
本市では、ひきこもりの当事者と繋がっていくため

の相談支援体制の在り方や支援を必要とする本人
及びその家族に合わせた伴走型相談支援体制の再
構築が課題となっていることから先進地を視察。

「しごと・くらしサポートセンター」を設
置し、継続的な支援を実施
ひきこもり状態の方、一人ひとりの状況に応じた
支援を大切にしながら、アウトリーチ支援、ひきこも
り状態の方の居場所や家族交流会の提供、関係機
関との連携を通じた支援を行っている。

先進地の取組内容（兵庫県尼崎市）

調査を終えて（主な意見）
・ひきこもり当事者の居場所づくりも必要だが、家
族交流会など家族への支援に重点をおいて取り
組むべきである。

・ひきこもり状態となる方が増え、高年齢化してい
くことが多様化する社会に影響を与えていく中
で、行政としてどこまで支援ができるのか、考えて
いかなければならない。

・家族支援としての親なき後の自立を考え、ファイ
ナンシャルプランナーによる資産運用や自立資金
確保の講座の実施は、大変参考になった。

子育て支援事業（母子保健分野）につ
いて調査
本市では、産後ケア事業や産後ヘルパー派遣事業

の利用状況や支援が必要な妊婦の見守り訪問事業
において、支援内容の充実と関係機関との連携の強
化による地域全体で子育てを見守ることができる体
制及び人材育成のあり方について検討が必要な状
況であることから先進地を視察。

「こどもを核としたまちづくり」を
掲げ、子育て家庭を支援するため
に多様なサービスを提供
安心して子どもを生み育て、子どもが健やかに育

つ環境づくりを目指し、子育てスタート応援事業やお
むつ定期便など、さまざまな子育て支援施策を実施
している。

先進地の取組内容（兵庫県明石市）

調査を終えて（主な意見）
・0歳児の見守り訪問事業の一環として行われてい
る「おむつ定期便」事業は、子育て支援・虐待防止
の観点から非常に画期的な事業である。

・各自治体が限られた予算で子育て支援事業を行
い、人口増に向けた対策競争を行っているが、本
来、子育て支援は、全面的に国が支援すべき事業
であると、改めて強く認識した。

・弁護士資格者を職員として採用し、児童虐待や個
人情報保護に関する法的な問題についての研修
や相談など即時対応できる体制に驚いた。

福祉教育常任委員会

特集 先進事例から学ぶ
北名古屋市の課題解決のヒント



北名古屋市職員の旅費に関する条例の一部改正について
北名古屋市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について
令和7年度北名古屋市一般会計補正予算（第4号）について
北名古屋市消防団条例の一部改正について
令和7年度北名古屋市国民健康保険特別会計補正予算（第1号）について
北名古屋市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について
北名古屋市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例等の一部改正について
指定管理者の指定について（北名古屋市高齢者活動センターしあわせの家）
土地区画整理事業に伴う町の区域の変更について
財産の処分について（使用済タブレット端末売払）
人権擁護委員の候補者の推薦について
人権擁護委員の候補者の推薦について
北名古屋市職員の給与に関する条例の一部改正について
北名古屋市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正について
北名古屋市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正について
北名古屋市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正について
令和7年度北名古屋市一般会計補正予算（第5号）について
令和7年度北名古屋市国民健康保険特別会計補正予算（第2号）について
令和7年度北名古屋市後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）について
令和7年度北名古屋市介護保険特別会計補正予算（第2号）について

議　　案 議決結果

色のついている議案をピックアップし下記に掲載しております。
すべての議案内容は、市議会ホームページの「議案・請願とその審議結果」をご覧ください。

令和7年 第4回定例会　結果
会期　11/28～12/22 25日間

こんな質問がでました
令和2年度に小中学校に導入した学習用タブレット端末の更
新に伴って、使用済みとなったタブレット端末を売却します。

47,536,665円（消費税等込）
1台当たり6,655円（消費税等込）

内容

契約金額

7,143台
※台数は変動する可能性があります。

売払予定台数

議案番号

Ｑ　最高入札額と最低入札額で凄い差
がある。入札業者は適切だったのか。
また、最低入札価格を設定しなかっ
たのはなぜか。
Ａ　業者選定は国の基準に基づき、北
名古屋市競争入札参加資格者を選定
した。最低入札価格を設定しなかっ
たのは、慣例にならっての形になる。

委 員　清水 晃治 委員長、渡邉 麻衣子 副委員長、神田 薫、つるた りえ、小村 貴司
同 行　財政課長

新庁舎の整備について調査
本市は、平成１８年の合併以来分庁舎方式を継続

しているが、今年度、外部委員による「庁舎のあり
方検討委員会」を設置し、今後の庁舎に係る議論を
行っている。
本市と同じような状況から、新庁舎を整備した自
治体を先進地と捉え視察を実施。

その後、11月18日に、議論した内容をとりまと
めた提言書が市長に提出された。

市民参加型による
新庁舎の整備
新庁舎の整備に係る検討会等に、市民代表として

市内の各種団体からの15名と公募による30名の計
45名という多くの市民の参加を募り、新庁舎建設過
程においては十数回に渡り進捗状況を広く広報し、
市全体が一体となって新庁舎整備に取組んだ。

先進地の取組内容（茨城県坂東市）

調査を終えて（主な意見）
・長く使う施設なので、時代の変化とともに柔軟に
対応していけるようなものである必要がある。

・ランドマークとしての庁舎ではなく、市民が利用し
やすい、利便性が高い庁舎であるべき。

・市役所は市民に開かれた場所でなければならな
い。だからこそ、庁舎のあり方を検討していくので
あれば、より広く市民に対して情報を開示し、意見
を募るような体制作りが重要だ。

DXの推進について調査
本市では、利用者の利便性向上、行政事務の見直

しやデジタル化による効率化、職員の意識改革を柱
とした「北名古屋市DX基本方針」を策定し、取組を
進めている。
国の制度を積極的に活用し、市民生活の質向上、地
域の課題解消と魅力向上、行政の業務刷新の3つの
視点によりデジタル化を推進している先進地を視察。

様々な制度を活用した
DXを推進
国のデジタル田園都市国家構想交付金や、地方創
成人材支援制度を活用したデジタル専門人材の確
保により、DXを推進している。また、「らくらくサポー
ト窓口」のような、誰もが取り残されずDXの恩恵を
感じられる取組も実施している。

先進地の取組内容（静岡県袋井市）

調査を終えて（主な意見）
・DXの推進においては特定の年代だけではなく、
全ての人が恩恵を受けられるということが重要だ
と思う。

・袋井市のように、DX専門職員が仕組みを構築し、
一般職員がそうした仕組みに関する教育や管理
を担当するという、はっきりとした役割分担が重
要だと感じた。北名古屋市においても、国の制度
等を活用して専門知識を有する職員を登用し、
DXを推進してはどうか。

総務常任委員会
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リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
分
別
徹
底
と
啓

発
に
つ
い
て

・
が
ん
患
者
へ
の
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
支
援

の
拡
充
に
つ
い
て

生活安全部
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問
と
は

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内
容
に

つ
い
て
、市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を

行
い
ま
す
。

今
回
の
一
般
質
問
で
あ
な
た
の
生
活
に
か
か

わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？

一
般
質
問
の
内
容
は
動
画
で
視
聴
で
き
ま
す
。二
次
元

コ
ー
ド
ま
た
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら「
議
会
録
画
中

継
」を
選
択
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。各
議
員
の
記
事
の
右
下

に
あ
り
ま
す
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
い
た
だ
く
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
の
質
問
に
関
す
る
録
画
配
信
ペ
ー
ジ
に

つ
な
が
り
ま
す
。

質
問
議
員
12
人

質
問
26
項
目

今
後
の
太
田
市
政
の
取
組
に
つ
い
て

福
岡

康
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

２
０
２
６
年
４
月
に
は
太
田
市
政
一
期
目

の
任
期
満
了
を
迎
え
る
。
令
和
７
年
度
市
民

説
明
会
で
の「
今
後
の
取
組
」を
精
査
す
る
と
、

事
業
終
了
に
は
、今
後
、数
年
に
わ
た
る
期
間

が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

①
今
後
も
継
続
し
た
取
組
が
必
要
と
な
る
中
、

本
市
の
将
来
を
見
据
え
、市
民
の
負
託
に
応

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、太
田

市
政
二
期
目
出
馬
の
意
思
は
。

②
本
市
は
子
育
て
、高
齢
者
、障
が
い
者
な
ど

の
福
祉
教
育
施
策
は
他
自
治
体
と
比
較
し
て

も
遜
色
な
い
と
思
う
が
、二
期
目
を
踏
ま
え

現
時
点
で
の
公
約
は
。

市
長

①
10
月
の
市
民
説
明
会
で
過
去
４
年
間
を
振

り
返
り
、市
政
運
営
の
成
果
と
課
題
、今
後
継

続
し
て
取
り
組
む
べ
き
事
業
計
画
を
丁
寧
に

説
明
し
た
。
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
や

期
待
を
重
く
受
け
止
め
、そ
の
責
任
の
大
き

さ
を
改
め
て
実
感
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
着

手
し
た
改
革
や
将
来
を
見
据
え
た
事
業
計
画

を
確
か
な
形
と
し
て
完
成
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
市
長
と
し
て
果
た
す
べ
き
責
務
で
あ
る
こ

と
か
ら
、次
期
市
長
選
挙
へ
出
馬
し
、引
き
続

き
、市
の
発
展
と
市
民
福
祉
向
上
に
全
力
で

取
り
組
む
。

②
市
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
な
転
換
期
を

迎
え
る
中
、本
市
の
強
み
を
生
か
し
た
制
度

や
仕
組
み
も
、時
代
に
即
し
た
も
の
へ
と
大

胆
に
再
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
な
ど
気

候
変
動
対
策
や
都
市
公
園
の
整
備
着
手
、公

共
施
設
の
適
正
配
置
、庁
舎
の
在
り
方
と
い

っ
た
長
期
的
な
視
点
で
判
断
す
べ
き
重
要
課

題
に
つ
い
て
、市
民
の
意
見
を
踏
ま
え
、将
来

の
本
市
に
と
っ
て
最
善
と
な
る
方
針
を
見
定

め
、責
任
あ
る
公
約
と
し
て
取
り
ま
と
め
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
市
民
説
明

会
に
お
け

る
今
後
の

取
組
に
つ

い
て

総合政策部
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市
民
の
暮
ら
し
と
営
業
を
守
る
積
極
的
な

物
価
高
騰
対
策
を

渡
邉

麻
衣
子
（
日
本
共
産
党
）

長
期
化
す
る
物
価
高
騰
が
家
計
や
営
業
を

直
撃
し
続
け
て
お
り
、暮
ら
し
の
不
安
や
苦

し
さ
を
訴
え
る
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

政
府
は
、物
価
高
対
策
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
総
合
経
済
対
策
を
決
定
し
、電
気・ガ
ス
代

の
補
助
や
、18
歳
ま
で
の
子
ど
も
１
人
あ
た

り
２
万
円
給
付
の
他
に
、地
方
自
治
体
が
生

活
者・事
業
者
の
支
援
を
行
え
る
よ
う
、重
点

支
援
地
方
交
付
金
の
追
加
分
が
計
上
さ
れ
た
。

市
民
の
苦
し
い
暮
ら
し
を
支
援
す
る
た
め
、

市
の
基
金
も
活
用
し
た
積
極
的
か
つ
迅
速
な

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
柔
軟
な
支
援
も
含
め

て
計
画・実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

①
長
期
化
す
る
物
価
高
騰
が
市
民
や
中
小
事

業
者
に
与
え
る
影
響
の
分
析
と
認
識
は
。

②
市
独
自
の

物
価
高
騰
対

策
の
実
施
状

況
は
。

③
今
回
実
施

す
る
対
策
事

業
内
容
の
考

え
は
。い
つ
ご
ろ
に
実
施
さ
れ
る
の
か
。

④
物
価
高
騰
対
策
に
基
金
を
積
極
的
に
活
用

し
て
市
民
の
負
担
軽
減
を
図
る
考
え
は
。

総
合
政
策
部
長

①
家
計
で
は
、貯
蓄
や
娯
楽
費
の
削
減
が
余

儀
な
く
さ
れ
、企
業
は
生
産
コ
ス
ト
を
商
品

価
格
に
転
嫁
し
、消
費
者
の
購
買
意
欲
が
低

下
。社
会
活
動
の
悪
循
環
が
懸
念
さ
れ
る
。

②
本
年
は「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン

ト
還
元
事
業
」を
実
施
し
、高
い
執
行
率
と
な

っ
た
。
市
内
で
の
大
き
な
需
要
喚
起
と
し
て

効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

③
国
や
県
の
支
援
策
、規
模
を
整
理
し
、市
に

応
じ
た
事
業
内
容
等
を
速
や
か
に
決
定
し
た

い
。時
期
に
つ
い
て
も
、で
き
る
だ
け
早
く
決

定
し
て
い
き
た
い
。

④
大
規
模
災
害
等
へ
の
対
応
を
考
え
る
と
、

十
分
な
額
の
基
金
が
積
立
で
き
て
い
る
と
考

え
て
い
な
い
が
、市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る

た
め
に
必
要
が
あ
れ
ば
、検
討
を
要
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
料
減
免
の
拡
充
を

総合政策部

児
童
ク
ラ
ブ
の
短
時
間
利
用
の

利
用
単
価
に
つ
い
て

熊
澤

真
澄
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

児
童
ク
ラ
ブ
及
び
放
課
後
子
ど
も
教
室
は

保
護
者
が
就
労
等
に
よ
り
昼
間
家
庭
に
い
な

い
小
学
生
の
た
め
に
開
設
さ
れ
、様
々
な
保

護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
る
。

月
額
一
律
7
，0
0
0
円
で
は
な
く
、長
時

間
と
短
時
間
で
分
け
ら
れ
る
よ
う
な
料
金
体

系
な
ど
、保
護
者
の
選
択
肢
を
増
や
し
て
は

ど
う
か
と
考
え
る
。

近
隣
市
町
の
状
況
を
ふ
ま
え
、保
護
者
の

働
き
方
に
合
わ
せ
、利
用
時
間
が
短
い
方
の

低
額
利
用
料
の
選
択
肢
を
増
や
す
考
え
は
あ

る
か
、併
せ
て
、本
市
の
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用

時
間・利
用
料
金
体
系
を
、今
後
ど
う
進
め
て

い
く
の
か
。

子
育
て
支
援
課
長

児
童
ク
ラ
ブ
運
営
費
は
、放
課
後
児
童
支

援
員
の
人
件
費
上
昇
に
よ
り
、年
々
増
加
し

て
い
る
。
国
の
示
す
運
営
費
の
保
護
者
負
担

割
合
を
原
則
と
し
つ
つ
、保
護
者
の
働
き
方

で
あ
っ
た
り
、お
迎
え
の
時
間
に
合
わ
せ
た
利

用
時
間
、利
用
料
金
も
含
め
、様
々
な
課
題
を

解
決
し
な
が
ら
、研
究
し
事
業
を
進
め
た
い
。

今
後
に
つ
い
て
は
、放
課
後
児
童
支
援
員

の
質
の
確
保
に
努
め
、利
用
者
の
目
線
に
沿

っ
た
事
業
を
行
う
た
め
、研
究
し
て
い
き
た

い
。そ

の
他
の
質
問

・
児
童
ク
ラ
ブ
等
の
他
市
町
の
状
況
に
つ
い

て
・
学
校
の
働
き
方
改
革
を
踏
ま
え
た
部
活
動

の
現
状
に
つ
い
て

・
部
活
動
の
地
域
展
開
へ
の
取
組
に
つ
い
て

・
国
・
県
か
ら
の
照
会
業
務
の
急
増
と
行
政

効
率
化
に
つ
い
て

福祉こども部
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５
歳
児
健
診
の
導
入
で
不
登
校
予
防
・
発
達

支
援
の
強
化
を

さ
い
と
う

裕
美
（
公
明
党
）

国
の「
子
ど
も
未
来
戦
略
加
速
化
プ
ラ
ン
」

に
お
け
る
5
歳
児
健
診
支
援
事
業
は
、発
達

障
害
の
早
期
発
見
と
支
援
体
制
の
構
築
を
目

的
に
開
始
さ
れ
、2
0
2
8
年
度
ま
で
の
全

国
普
及
を
目
指
し
て
い
る
。

①
本
市
は
、現
在
、5
歳
児
健
診
を
実
施
し
て

い
な
い
が
、導
入
に
向
け
た
検
討
状
況
は
。②

こ
ど
も
家
庭
庁
の
補
助
制
度
を
活
用
し
、医

師・保
健
師・心
理
士
の
体
制
を
整
え
る
こ
と

は
可
能
か
。
③
健
診
結
果
を
保
育
所
・
学
校

と
共
有
し
、個
別
支
援
計
画
を
作
成
す
る
体

制
構
築
の
見
解
は
。
④
小
牧
市
が
本
年
5
月

か
ら
導
入
し
て
い
る
が
、実
施
効
果
や
問
題

点
の
情
報
共
有
を
行
っ
て
い
る
か
。
行
っ
て

い
る
場
合
、そ
の
内
容
は
。
⑤
近
隣
市
町
の

実
施
に
向
け
た
進
捗
状
況
等
は
。
⑥
国
は
任

意
事
業
と
し
な
が
ら
も
2
0
2
8
年
度
ま
で

に
全
国
実
施
率
1
0
0
%
を
目
標
に
掲
げ
て

い
る
が
、本
市
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
。⑦
本
市

で
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
支
援・施
策
は
。

⑧
保
護
者
が
納
得
し
て
参
加
で
き
る
丁
寧
な

説
明
が
必
要
と
考
え
る
が
。

保
健
セ
ン
タ
ー
長

①
研
修
を
受
講
し
、先
進
市
の
取
組
を
参
考

に
、健
診
の
実
施
方
法
に
つ
い
て
課
題
を
整

理
し
て
い
る
。
②
補
助
制
度
に
つ
い
て
、正

式
な
要
綱
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、対
象
に

な
れ
ば
、活
用
し
て
い
く
。
③
庁
内
関
係
課

の
調
整
も
で
き
て
い
な
い
が
、実
施
後
の
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制
の
構
築
も
重
要
と
考
え

る
。
④
健
診
受
診
後
の
支
援
や
連
携
に
お
け

る
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
、受
け
皿
と
な
る
医
療

機
関
の
資
源
不
足
、職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、

健
診
運
営
の
柔
軟
な
対
応
等
、課
題
が
山
積

み
と
聞
い
て
い
る
。
⑤
2
0
2
8
年
度
ま
で

に
実
施
し
て
い
く
方
向
で
医
師
と
の
調
整
に

着
手
し
つ
つ
あ
る
と
把
握
し
て
い
る
。
⑥
具

体
的
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
描
け
て
い
な
い
が
、

2
0
2
8
年
度
か
ら
実
施
で
き
る
体
制
を
整

え
て
い
く
。⑦
国・県
に
よ
る
健
診
医
や
専
門

職
の
養
成
、派
遣
調
整
の
支
援
が
必
要
。
ま

た
、法
定
健
診
に
位
置
づ
け
る
根
拠
も
必
要
。

⑧
先
進
市
の
啓
発
の
取
組
を
参
考
に
保
護
者

に
理
解
い
た
だ
け
る
体
制
を
考
え
て
い
く
。

市民健康部

開
庁
時
間
の
見
直
し
に
つ
い
て上野

雅
美
（
立
憲
民
主
党
）

現
在
の
市
役
所
の
開
庁
時
間
は
午
前
8
時

30
分
か
ら
午
後
5
時
15
分
ま
で
で
、職
員
の

勤
務
時
間
も
同
じ
で
あ
る
。し
か
し
、最
近
で

は
、働
き
方
改
革
の
観
点
で
開
庁
時
間
を
短

縮
す
る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
も
、い
わ
ゆ
る「
行
か
な
い

窓
口
」や「
待
た
な
い
窓
口
」の
拡
充
や
検
討

し
、市
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
保
ち
つ
つ
、開
庁

時
間
を
見
直
す
こ
と
は
、職
員
の
働
き
方
改

革
を
進
め
る
取
り
組
み
と
考
え
る
。
働
き
や

す
い
職
場
に
な
る
こ
と
で
、魅
力
あ
る
市
役

所
を
つ
く
る
こ
と
に
も
繋
が
る
の
で
は
な
い

か
。

①
職
員
の
働
き
方
改
革
の
取
組
状
況
は
。

②
窓
口
業
務
の
状
況
に
つ
い
て
。

③
窓
口
の
時
間
帯
毎
来
庁
者
数
の
傾
向
は
。

④
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
保
つ
た
め
、「
行
か

な
い
窓
口
」や「
待
た
な
い
窓
口
」に
つ
い
て
、

今
後
の
取
り
組
み
は
。

⑤
開
庁
時
間
の
見
直
し
に
つ
い
て
見
解
は
。

人
事
課
長

①
ノ
ー
残
業
デ
ー
や
通
年
軽
装
勤
務
等
を
実

施
し
、負
担
軽
減・能
率
向
上
に
努
め
て
い
る
。

②
窓
口
来
庁
者
が
最
も
多
い
市
民
課
で
は
、

来
庁
者
数
が
減
少
し
た
が
、戸
籍
証
明
の
広

域
交
付
等
、業
務
量
増
加
に
苦
慮
し
て
い
る
。

③
月
曜
・
金
曜
、ま
た
、連
休
明
け
が
多
い
傾

向
に
あ
る
。

④
来
年
度
は
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
拡
充
や
、

証
明
書
交
付
シ
ス
テ
ム
の
導
入
等
を
予
定
し

て
い
る
。

⑤
令
和
8
年
度
中
に
見
直
し
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
子
ど
も
・
若
者
の
意
見
を
反
映
し
た
計
画

の
策
定
に
つ
い
て

総合政策部
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低
所
得
世
帯
へ
の
塾
費
用
の
補
助
に
つ
い
て

川
渕

康
宏
（
共
産
党
）

物
価
高
騰
で
ど
の
世
帯
に
も
影
響
が
あ
る

が
、子
ど
も
が
い
る
低
所
得
世
帯
は
さ
ら
に

大
変
だ
と
見
受
け
ら
れ
る
。

家
庭
の
経
済
格
差
が
学
力
格
差
に
な
っ
て

は
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、学
習
塾
費
用
は

高
額
で
、所
得
の
低
い
世
帯
に
と
っ
て
は
負

担
が
大
き
く
通
う
の
が
困
難
で
あ
る
。
こ
う

し
た
生
活
状
況
で
、塾
に
通
わ
せ
た
い
と
思

う
保
護
者
や
、学
力
を
上
げ
た
い
と
思
う
生

徒
が
い
る
と
思
う
。

生
徒
一
人
ひ
と
り
が
、将
来
の
目
標
が
、そ

れ
ぞ
れ
あ
る
か
と
思
う
が
、こ
う
し
た
思
い

に
応
え
る
た
め
に
、国
や
自
治
体
の
支
援
が

必
要
で
あ
る
。

学
習
塾
費
用
の
補
助
は
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
法
に
基
づ
い
た
、子
ど
も
の
貧
困
対
策

の
学
習
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て
必
要
だ
と

考
え
る
。

①
学
習
塾
費
用
が
高
額
な
た
め
、通
わ
せ
ら

れ
な
い
と
い
う
相
談
は
あ
る
か
。

②
学
習
塾
費
用
補
助
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

生
活
保
護
室
長

①
生
活
保
護
室
及
び
社
会
福
祉
協
議
会
の
窓

口
に
、過
去
5
年
間
当
該
内
容
に
関
す
る
相

談
は
な
か
っ
た
。

②
持
続
可
能
か
つ
効
果
的
な
事
業
を
行
う
た

め
の
十
分
に
整
っ
て
い
な
い
現
状
か
ら
、現

時
点
で
学
習
塾
費
用
の
補
助
の
実
施
は
考
え

て
い
な
い
が
、引
き
続
き
情
報
収
集
と
研
究

を
進
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
教
室
の
現
状
に
つ
い

て

福祉こども部

学
校
現
場
に
お
け
る
共
同
親
権
制
度
へ
の

対
応
に
つ
い
て

小
村

貴
司
（
無
会
派
）

民
法
改
正
に
よ
り
、離
婚
後
も
父
母
双
方

が
親
権
を
持
つ
こ
と
を
可
能
と
す
る「
選
択

的
共
同
親
権
制
度
」が
創
設
さ
れ
、2
0
2
6

年
4
月
1
日
に
施
行
さ
れ
る
。

共
同
親
権
導
入
後
は
、離
婚
後
も
父
母
双

方
が
親
権
を
持
つ
児
童
生
徒
が
在
籍
す
る
こ

と
と
な
る
。

①
共
同
親
権
導
入
後
の
学
校
行
事
へ
の
両

親
の
参
加
、進
路
相
談
・
面
談
に
お
け
る
対

応
、教
職
員
へ
の
理
解
促
進
や
研
修
体
制
な

ど
、教
育
委
員
会
と
し
て
ど
の
よ
う
な
準
備・

対
応
計
画
が
あ
る
か
。

②
全
国
的
に
親
権
を
持
た
な
い
親
の
参
加
を
、

学
校
長
が
親
権
者
の
意
向
を
理
由
に
制
限
す

る
事
案
が
発
生
し
て
い
る
が
、こ
の
よ
う
な

事
態
が
生
じ
な
い
よ
う
教
育
委
員
会
と
し
て

ど
の
よ
う
な
指
針・通
知・職
員
研
修
を
実
施

す
る
か
。

教
育
部
次
長

①
市
校
長
会
を
通
じ
て
、別
居
親
の
対
応
が

問
題
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
、多
様
な
家
族
の

あ
り
方
へ
の
理
解
を
深
め
、保
護
者
に
対
す

る
誤
解
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
教
職
員

へ
の
理
解
促
進
に
努
め
て
い
る
。

②
文
部
科
学
省
か
ら
の
民
法
改
正
法
に
関
す

る
解
説
資
料
を
基
に
、学
校
現
場
に
対
し
て

周
知
し
て
い
き
た
い
。
学
校
と
教
育
委
員
会

で
は
、常
に
中
立
な
立
場
か
ら
生
徒
と
保
護

者
に
寄
り
添
い
、安
心
し
て
過
ご
せ
る
学
校

づ
く
り
に
努
め
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
共
同
親
権
・
親
子
交
流
及
び
教
育
支
援
の

周
知

・
離
婚
届
提
出
時
に
お
け
る
案
内
・
支
援
体

制
の
整
備
に
つ
い
て

教 育 部
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い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

つ
る
た

り
え
（
公
明
党
）

文
部
科
学
省
調
査
の
結
果
、令
和
6
年
度

の
小
中
高
等
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
で

の
、い
じ
め
認
知
件
数
は
過
去
最
多
と
な
っ

た
。ま
た
、県
内
小
中
高・特
別
支
援
学
校
で

の
、い
じ
め
の
認
知
件
数
も
過
去
最
多
と
な

っ
た
。増
加
の
背
景
と
し
て
、い
じ
め
の
積
極

的
な
認
知
に
対
す
る
理
解
拡
大
、タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
活
用
し
た
心
の
健
康
観
察
の
導
入
、

ア
ン
ケ
ー
ト
や
教
育
相
談
に
よ
る
児
童
生
徒

へ
の
理
解
の
精
緻
化
、ネ
ッ
ト
い
じ
め
の
認

知
拡
大
等
が
考
え
ら
れ
る
。

①
本
市
に
お
け
る
い
じ
め
の
認
知
件
数
・
傾

向
の
推
移
は
。

②
い
じ
め
を
早
期
に
発
見
す
る
具
体
的
手
段

は
。

③
教
職
員
が
児
童
生
徒
の
S
O
S
を
キ
ャ
ッ

チ
で
き
る
よ
う
な
研
修
や
体
制
は
整
っ
て
い

る
か
。

④
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た
相
談
し
や

す
い
環
境
を
作
る
考
え
は
あ
る
か
。

⑤
い
じ
め
問
題
に
対
し
、教
育
委
員
会
は
ど

の
よ
う
な
強
化
策
を
実
施
し
て
い
る
か
。

教
育
部
長

①
令
和
6
年
度
は
、小
学
校
で
6
4
3
件
、

中
学
校
で
1
9
7
件
。
傾
向
は
、1
校
あ
た

り
の
年
間
件
数
と
し
て
、小
学
校
で
約
70
件
、

中
学
校
で
約
35
件
で
認
知
し
て
い
る
。

②
教
職
員
が
児
童
生
徒
の
小
さ
な
兆
候
を
見

逃
さ
な
い
こ
と
、ま
た
、定
期
的
な
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
加
え
、信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
に

努
め
て
い
る
。

③
い
じ
め
に
対
す
る
校
内
研
修
を
実
施
し
て

い
る
。
ま
た
、関
係
教
職
員
で
情
報
共
有
し
、

平
時
か
ら
実
効
的
な
対
応
に
取
り
組
め
る
体

制
を
整
え
て
い
る
。

④
児
童
生
徒
が
担
任
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る

こ
と
が
で
き
る「
心
の
元
気
」と
い
う
フ
ォ
ー

ム
を
備
え
て
い
る
。

⑤
小
学
校
4
・
5
年
生
へ
の
い
じ
め
の
未
然

防
止
の
た
め
の
授
業
と
い
っ
た
取
組
等
を
実

施
し
て
い
る
。ま
た
、い
じ
め
問
題
に
対
応
す

る
北
名
古
屋
市
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議

会
を
立
ち
上
げ
、関
係
機
関
の
連
携
を
図
っ

て
い
る
。

教育部

市
販
薬
の
オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
を
防
ぐ
た
め
の

取
組
を

伊
藤

大
輔
（
立
憲
民
主
党
）

近
年
、若
い
世
代
を
中
心
に
市
販
薬
の
オ

ー
バ
ー
ド
ー
ズ
が
増
加
し
て
お
り
、違
法
薬

物
と
比
べ
て
、女
性
が
多
い
こ
と
が
特
徴
と

さ
れ
て
い
る
。

市
販
薬
で
あ
っ
て
も
決
め
ら
れ
た
量
を
守

ら
ず
に
服
用
す
る
と
、深
刻
な
健
康
被
害
を

引
き
起
こ
す
、依
存
症
と
な
っ
て
や
め
ら
れ

な
く
な
る
、最
悪
の
場
合
は
死
に
至
る
こ
と

も
あ
る
。

西
春
日
井
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
に
よ

る
と
、薬
物
多
量
服
用
傷
病
者
の
搬
送
件
数

（
疑
い
含
む
。）で
は
、10
〜
29
歳
の
年
代
が
全

体
の
大
き
な
割
合
を
占
め
、特
に
女
性
の
割

合
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

市
販
薬
の
オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
の
裏
側
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
当
事
者
が
直
面
し
て
い
る
生
き

づ
ら
さ
が
潜
ん
で
い
る
。

薬
を
過
剰
摂
取
せ
ざ
る
を
得
な
い
苦
し
み

に
周
囲
の
人
々
が
寄
り
添
い
な
が
ら
、早
急

に
専
門
機
関
と
繋
が
る
こ
と
が
で
き
る
地
域

の
支
援
体
制
が
必
要
だ
と
思
う
が
、当
局
の

見
解
は
。

保
健
セ
ン
タ
ー
長

市
販
薬
の
オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
が
社
会
問
題

化
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、医
薬
品
医
療
機

器
法
等
の
改
正
法
が
成
立
し
、乱
用
の
恐
れ

や
依
存
性
の
あ
る
成
分
を
含
む
医
薬
品
の
販

売
規
制
に
向
け
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
ず
は
、市
販
薬
の
オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
が
非

常
に
危
険
な
行
為
で
あ
る
こ
と
、ま
た
、オ
ー

バ
ー
ド
ー
ズ
に
至
る
背
景
に
あ
る
悩
み
や
不

安
な
ど
に
寄
り
添
い
、理
解
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を
周
知
し
て
い
く
。ま
た
、専

門
相
談
窓
口
な
ど
の
啓
発
も
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

市民健康部
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皆様の声をお聞かせください

市議会モニター意見箱
～第4回定例会～

令和8年度市議会モニター募集

①市議会の会議を傍聴し、議会運営の見聞を広げるとともに、意見、提案等を文書により提
出します。

②議会が行うアンケートに回答します。
満18歳以上で市内に在住、在勤又は在学し、市議会に関心のある方
10人以内
委嘱の日から令和9年3月31日まで
予算の範囲内で支給します。
地域、職業、年齢などを考慮し、特に市議会モニター活動に意欲的かつ適任であると判断し
た方を議長が選任します。
①モニター応募用紙に必要事項を記入し、議会事務局（東庁舎４階）に提出して
ください。応募用紙は、ホームページよりダウンロードしていただくか、議会
事務局にてお渡しいたします。

②右記２次元コードより申込フォームからお申し込みください。
　（応募期限：令和8年2月20日（金））

職　務

応募資格
募集人員
任　期
謝　礼
選考方法

応募方法

議会だよりをより充実させるため、
皆様からのご意見ご感想をお聞かせください。

議会事務局 ●メール　giji@city.kitanagoya.lg.jp
  ●ＦＡＸ　（0568）23-3140

たくさんお話されるので、
喉に負担が少なくなるよう
にできたら良いと思った。

より多くの市民に市議
会を見てもらえるように、
夜間議会、土日祝日の議
会を開催してほしい。

その他たくさんの
貴重なご意見、ご提案を
いただきました。

今後の議会運営に役立てて
いきたいと思います。

「通年議会」としてほしい。

市民の皆様から議会活動及び議員活動についての意見、要望等をお聴きし、市民ニーズ
を反映した議会運営を図るため、「市議会モニター」を募集します。

議会モニターって
毎回傍聴しなきゃダメ？
傍聴は強制ではありませんので、
お仕事や用事のある場合はお休み
していただいても構いません。無
理のない範囲で傍聴してください。

傍聴するのに手続きが必要なの？
特に手続きはありません。傍聴受
付で議会事務局職員にお声をか
けてください。議会モニター用の
名札、筆記用具をお渡しします。

議会モニターの意見はどうなるの？
モニターの皆様からいただきま
したご意見は、議会だよりで紹介
させていただきます。
また、今後の議会運営の参考にさ
せていただきます。
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妊
産
婦
の
支
援　
周
産
期
う
つ
へ
の
対
応

ひ
ろ
た
　
幸
治
（
無
会
派
）

産
後
1
か
月
の
産
後
う
つ
有
病
率
は
約
7

人
に
1
人
と
い
う
水
準
で
、妊
娠
関
連
死
亡

に
お
い
て
は
自
殺
が
主
要
な
死
因
の
一
つ
で

あ
り
、メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
は
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
。本
市
で
は
、産
婦
健
康
診
査
で
自

己
記
入
式
質
問
票
を
用
い
て
心
の
状
態
を
確

認
す
る
E
P
D
S
を
用
い
た
早
期
発
見
に
努

め
て
い
る
が
、支
援
に
到
達
し
に
く
い
層
が

一
定
数
存
在
す
る
。

そ
こ
で
、オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
を
対
面
の
代

替
に
と
ど
め
ず
、科
学
的
根
拠
に
裏
づ
け
ら

れ
た
有
力
な
支
援
形
態
と
し
て
位
置
付
け
る

こ
と
で
、支
援
に
繋
が
り
に
く
い
層
を
拾
い

上
げ
、危
機
を
見
逃
さ
な
い
新
た
な
安
全
網

と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

財
政
的
な
後
ろ
盾
と
し
て
、こ
ど
も
家
庭

庁
の「
地
域
少
子
化

対
策
重
点
推
進
交
付

金
」や
内
閣
府
の「
社

会
参
加
活
躍
支
援
等

孤
独
・
孤
立
対
策
推

進
交
付
金
」が
活
用

可
能
で
あ
る
。母
親
の
う
つ
は
、子
ど
も
の
発

達
へ
の
不
利
な
影
響
に
結
び
付
き
、虐
待
リ

ス
ク
上
昇
な
ど
社
会
全
体
の
損
失
に
直
結
す

る①
周
産
期
う
つ
の
相
談
体
制
を
一
層
強
化
す

べ
き
と
の
認
識
は
。

②
国
の
制
度
を
活
用
し
、オ
ン
ラ
イ
ン
相
談

事
業
を
早
期
に
導
入
す
る
考
え
は
。

保
健
セ
ン
タ
ー
長

①
妊
産
婦
へ
の
支
援
と
し
て
妊
娠
届
出
時
の

面
談
や
乳
幼
児
健
康
診
査
等
を
通
し
て
医
療

機
関
等
と
連
携
し
、周
産
期
う
つ
に
対
応
し

て
い
る
。最
近
、増
加
し
て
い
る
育
児
休
暇
を

取
得
す
る
父
親
へ
の
産
後
う
つ
支
援
強
化
も

重
要
と
考
え
る
。

②
国
の
制
度
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談

は
、体
力
的
負
担
の
大
き
い
産
後
の
女
性
が

気
軽
に
自
宅
で
専
門
性
の
高
い
心
理
的
サ
ポ

ー
ト
を
受
け
る
の
に
有
効
で
あ
る
が
、妊
娠

期
か
ら
同
じ
保
健
師
に
よ
る
継
続
し
た
支
援

を
行
う
こ
と
が
、費
用
対
効
果
の
面
で
も
よ

り
効
率
的
で
あ
る
と
考
え
る
。

市民健康部

本会議・委員会を傍聴してみませんか

本会議・委員会開催日に市役所東庁舎４階東エレベーター前で傍聴受付を行います。（日程はP.16
を参照）
傍聴の受付時間は、本会議、委員会ともに会議開始30分前からとなります。
委員会は、先着10名で途中での入退室はできませんのでご了承ください。

全員協議会室 本会議場



令和7年度北名古屋市青少年健全育成非行防止「標語・ポスター」作品
議長賞が決まりました。

標語の部
白木小学校　6年　島田　美夢さん

ポスターの部
師勝中学校　3年　荻原　瑠花さん

～議長賞紹介～

北名古屋市議会

インターネットで議会の録画中継や議案の審議結果など様々な情報が見られます。みな
さまのアクセスをお待ちしております。
※通信料はご利用者の負担となります。

ホームページで議会情報をチェック！
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10月4日に開催した
「市民と議会の意見交換会」の様子や

その後に議員のみで行った
“ふりかえり”も
掲載しています。

しま だ おぎはらみ ゆ る か

北名古屋市議会
市民と議会の
意見交換会

議会活動報告

11月の児童虐待防止月間に合わせて、啓発活動を行いました。
「もしかして」と思ったら、189（いちはやく）に電話してください。と声かけするとともに、チ
ラシを配布しました。

令和7年に受け入れた行政視察の実績を紹介します。

10月10日  兵庫県丹波市議会　総務文教常任委員会　様　

 （コミュニティスクールについて）

10月15日  兵庫県姫路市議会　厚生委員会　様　

 （地域回想法について）

10月21日  兵庫県芦屋市議会　民生文教常任委員会　様　

 （地域回想法について）

10月28日  静岡県伊豆の国市議会　福祉文教環境委員会　様　

 （地域回想法について）

10月30日  千葉県市原市議会　市民文教常任委員会　様　

 （コミュニティスクールについて）

啓発活動を行いました 児 童 虐 待防止

行政視察をお受け入れしました 議会での視察受入実績

北名古屋市議会は
「子どもを児童虐待
から守るまち宣言」
をしています。



請願書・陳情書の提出について
令和8年第1回定例会の審査対象となる請願書・陳情書の提出期限は、
2/10（火）の午後5時（予定）です。
詳しくは、議会事務局までお問い合わせください。
本会議・委員会の傍聴
［受付時間］ 会議開始30分前から
［受付場所］ 市役所東庁舎 4階
 東エレベーター前
※委員会は先着10名で、途中での入退室はできませんのでご了承ください。

令和8年　第1回定例会の予定

編 集 後 記
●99号となる今号では、12月議会報告と、3つの
常任委員会での所管事務調査を特集しました。年
間のテーマを話し合い、事前に担当課からテーマ
についてヒアリングを行い、先進事例を学び、深
く議論することで、市議会・議員の政策提言へと
繋げています。
皆様に、市議会や議員活動の様子を、より身近
に感じていただけますと幸いです。

●北名古屋市での行政課題、将来に向けての取組
について、各常任委員会で先進地等の行政視察を
行ってきました。内容について検討しこ
れからの施策に反映していきます。
これからも開かれた議会を目指して、
議員は議会で何を議論しているかなど、
わかりやすく伝えてまいりますので、お
声をお聞かせください。これからも議会
は、市民の皆さんとともに地域の課題に
取り組んでまいります。
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